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要旨

今日、中国では雲南省冬初南省を中心にHIV感染者が急激に増加しているが、感染予防対策について尚皆1や問題点が指

摘されている。 HIV感染予防では I配 (Information，Education and 伽 mrunication)の拡充による情報の提供と正しい知

識の普及が主要な対策となるが、少数民族や流動人口はこういった情報源へのアクセスが制限されていることから HIVのみ

ならず全ての感染症対策上のハイリスク・グループと目されている。今回このような集団を対象にエイズやHIVやHIV感染

予防に関する知識、態度、行動について調査を行った。 2∞4年 6月""11月、雲南省内各地で州住職や流動人口を含む集

団を対象に質時氏による調査を行い693例から回答が得られた。データを分析したところ、情報源についてはテレビを選択

したものが最も多かった。ただしテレビについては漢族のほうが少数民族より多く情報源として活用されており統計特句に

有意差を認めた。また文字によるメディアでは年齢、学歴、職業による差カ2認められた。感染予防の知識について、コンド

ームの予防効果lこついては性、年齢では有意差は見られないものの、民族では少数民族より漢族に、学歴では高学歴なもの

に正しい回答が多く有意な差が見られた:.， HIV感染やAIDSの予防についての知識、態度、行動については民族弓哨撲による

差は認められたものの、年齢や学歴といった因子がより大きく影響していることが明らかになった。

K町 Wor也 AI凶，雲南省，少数民族，柿動人口，射撒構造オ折

緒言:

今日、中国では雲南省令判南省を中心にHIV感染者が急激に増加している。中国衛生部や聞AI郎、腕むなどによるAJoint

Assessr鴎 ntof HIV/AIDS Prevention， Treatment and care in China(2004)によると 2003年の中国における推定HIV/AIDS

症例数は84万人であった。しかしその後2∞4年9月までの聞に田%という急激な増加が見られている。すべての省で症例

数の土勧日が見られるが、地場捌では雲南、河南、広西では2∞4年 9月までの累積愚者数が1万人を超えている。感染様式

では lDU(InjectionDrug User)が44%と最も多く、次に多いのは売血による湖推十共用による感染で24%を占めている。

雲南省での流行は主にI即によるものとされ、河南省では売血によることが指摘されている。

雲南省ではすでに 19叩年代よりミヤンマーと国境を接する徳宏州での HIV感染増加が認められ、先に流行がみられ、地

理的に隣接する東南アジア諸国からの流入カヰ崩商されていた。この地域はゴールヂントライアングルとして有名な世界的な

麻薬生産地であり、少数民族の聞に lDUが多く当時はこのような集団内に限局した流行と認識されていた。しかしこの間の

経済発展により農村人口の都市への流入など人口の流動化が活発になり、また都市部ではあらたに性産業が現れるようにな

った。このような短期間での佐会構造の変化が雲南省内でのHIVの蔓延に大きく影響したこと糾餓リされる。

エイズ対策の中で中核を占めるのは、 I配 (Information，Education and臼mnmication)であるが中国蜘守のこれらの

プログラムの新刊効果などについては UNAIDSからも改善と拡充が要求されている。これを受けて中国国務院エイズ予防

委員会より 2∞4年""2∞8年にかけてのエイズ予防に関する行動計画が提出された。雲南省においても目標値を設定したエ

イズ予防に対する行動計画を策定している。

前述のとおり雲南省では保餅7動的に少数民族や輔自訪人口の人々は感染症対策上ノ、イリスク・グノレーフであるが、更にI配

へのアクセスについても杯リな側酎浦摘されている。当研究は、これら川'リスク・グル{プのエイズに関する知識・態

度・予防瑚を調査することにより、予防行動または健闘包行動変容に影響を与える過程における要因を分析することによ

って、健康情報や健康教育へのアクセス状況の現状とあわせ、保健プログラムの介入が必要な点や優先胴立を明示し、ノ、ィ

リストグループへの効駒な感染予防対策に資するデータを提供することを目的に行われた。

。。



対象と方法:

雲南省に居住するHIV感染のハイリスク・グループと目される少数民族、流動人口、岱;W(I伽nmercialSex Worker)を調査

対象に、 HIV/AIDSに関する知識・態度・行動について質勝氏を用いインタビュー調査を行った。 2∞4年6月，.，_1 1月、雲

南省内各地のパスターミナルや市場、ダンスホーノレなど対象者が多く集まる場所で、 15歳以上の男女に対し質問者が質問

紙の内容について質問を行った。少数民族についてはいくつかの農村においても同様に調査を行った。対象者の抽出につい

てはなるべく調査施設内で均等になるように配慮された。印3例より回答が得られ、クロス集言怜多変量解析などのデータ

分析については統計分析ソフト SPSSおよび臥LWIN、共鋪財髄分析については伽s4を使用した。

結果:

1)個人特阪ま布

年齢は加歳代が最も多く 318名 (45.9%)、次に30歳代が1犯名 (19.9%)を占めた。性別では女性が386名 (55.7%)

とやや女性が多かった。民族別では漢族が392名(田.4%)と半数以上で、少数民族は18の民族からの回答が見られた。

民族別ではペー族、イ族、ダイ族、ハニ族はそれぞれ全体の5%以上を占めた。学歴は中本以下が 107名(15.8%)、中卒

~中専卒が 349名 (51.61覧)、大卒以上が220名 (32.1)免)であった。職業では学生が170名 (24.部)と最も多く、農業が

126名 (18.4%)、罰蹴人口では一般の労働者が95名(13.9%)であった。その他は管理職キぜ術者などであった。

これら個人特脳全布を踏まえ、以下クロス集計を行う上で、年齢は30歳未満と叩歳以上、性別は男女、民族は漢民族

と少数民族、学歴は中本以下・中卒~中専・大卒以上、職業を管理職やぜ術職・一般の労働者・農業従事者の各カテゴリ

ーに分類し分析を行った。

2) HIV/AIDSに関する情報源

情報源ではテレビの利用が最も多く 456名(回.邸)、次に新聞 (298名、 43.1%)、ラジオ (221名、 32.0%)が多かっ

た。パンフレット(田名、 9.4!覧)キ喝示板 (94名、 13.邸)を利用したと答えたものは少なかった。性別では情報源の種

類に差は見られなかった。年醐IJではテレピ、健康教育、掲示板、パンフレットで有意差がみられ(p<0.01)30歳未満

でこれらのメディアの利用度が高いことがわカミった。学歴ではテレビ、ラジオ、新聞・雑誌パンフレット、掲示板、健

康教育で有意翻2認められ(p<0.01)、学歴が高いほどこれらのメディアの利用度が高いことがわかった。民銅リではテ

レビの利用に有意差が認められ(P<0.01)漢民族の利用度が少数民族より高かった。職業別ではテレピ、ラジオ、新聞・

雑誌、掲示板で有意差を認め(pく0.01)、テレビでは農業従事者の利用度が低く、その他では一般の労働者、農難荏事者

が管理職キ技術職に比べて利用度が低いことが明らかlこなった。

3) HIV感染予防に関する安城

コンドームのHIV感染予防効果について聞いた質問では、 318名 (48.51免)が「予防できなしリと回答した。「予防可

能Jr.感染の機会を減少させるJと答えたものはそれぞれ 166名 (25.3粉、 171名 (27.1紛であった。性別、年齢別、

民族別で有意差は認められなかった。学歴別では学歴が高いほど「予防できないJとの回答が多く(p<0.01)、職業別

では管理職キぜ術者に『予防できな川との回答が多かった (pく0.01)。

HIV感染経路については「樹鵡Jによると答えたものが556名(85.4%)と最も多く、f勘推十の共有Jが527名(81.0部)、

「母子感染lが480名 (73.7児)、 fHIV非チェックの血液製剤Jが478名 (73.5ゆと 7害l以上の樹立正しく瑚草してい

ることがわかった。しかし、「蚊にさされるJを選択したものも 358名 (55.側)おり、「握手J、「一緒に食事するJ、「オ

フィス用具の共用J、f一緒にプールに入るJなどを選択したものも 10%前後みられた。性別ではこの分布に有意差は認

められなかった。年齢では f母子感染jでは30歳未満の回答が多く(p<0.05)、「蚊にさされる」、「一緒にプールに入

るJなと漂った回答は30歳以上に多くみられた(P<仏01)。学脇リでは、『悩7為J、「湖措十の共有j、f母子感染J、加IV
非チェックの血液製剤Jといった正しい解答について学歴が高いほど多くなり(P<0.01)、「握手Jや「オフィス用具

の共用jなどは学歴が低いほど多くなる(p<0.01)傾向が見られた。職業別では fHIV非チェックの血液製剤jを選択

した者の割合は一般の労働者と農期症事者で低く (p<0. 01)、『母子感染Jでは農業従事者で低かった(pく0.01)0 f一

緒にプールに入るjを選択したものは一般の労働者で多かった(P<0.01)。また「蚊にさされるJを結果変数に、個人

特性を説明変数にして林の数量化2類により、各カテゴリーアイテムの重み係数を求めた(図 1)。その結果年齢で叩

歳以上、学歴で中卒未満、職業で一般の労働者などが『蚊にさされるJの選択と関車があることが示された。

HIV感染後の予後についての質問では、 f7年から 10年の潜伏期があるj、「治らないが一生薬を飲み続ければコント

ローノレが可能jといった正しい解答を選択したものはそれぞれ 312名 (45.1%)、254名 (36.7%)であった。「すぐに
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発症し1年以内に死亡Jや「治療を受けさえすすUま治るJを選択したものは少なく、それぞれ28名 (400;")、72名 (10.4%)

であった。性別や年醐リではこれらの知識に有意差は認められなかった。学歴別では r7年から 10年の潜伏期があるJ

を選択したものが大卒以上の群で群全体の57.3%と多く(p<0.01)、民族別では漢民族に「治らないが一生薬を飲み続

ければコントロールが可能Jを選択したものが少救民族にくらべて多かった(P<0.01)。職業別では r7年から 10年の

潜伏期があるJを選択したものは有意差がみられ(p<0.01)管理職や技術職で高く(回.6'児)一般の労働者で低かった

(27.4!見)。また「治らないが一生薬を飲み続ければコントロールが可能」を選んだものは農業従事者では低かった(p

<0.01)。

4) IllV/AIDSに対する態度

「自分がHIVに感染するかJという問いに対して、 3指名 (51.2%)は「なしリ、 237名 (35.鰯)は「可能性が低いJ

と回答した。また「可能性は大きt.-¥J、 「非常に大きい」と回答したものはそれぞれ51名 (7.7児)、 34名 (5.2%)で

あった。性別では男性より女性に「可能性は大きいJ、 f非常に大きい」と答えた者が多く(p<0.01)、年齢では 30

歳以上で、また学歴別では中卒未満のもので同様に回答したものが多かった(P<0.01)。民鵬リ、職業別で有意差は認

められなかった。

次に身近なHIV感染者に対する態度についての質問では、 「親戚にAIDS愚者がいたら付き合うかJとの間いに対し

て 162名 (24.5%)が「はいJと回答した。性別では有意差は認められなかったが、年齢別では 30歳以上の者に「は

川と回答したものが多く句<0.05)、学歴では中卒未満の者に (p<O.01)、民脇村は漢民族に(p<O.O目、職業別で

は一般の労働者や農業従事者に (p<O.05)同様の回答が有意に多かった。また、「近所に AIDS患者がいたらその地域

に住みたい州との質問に対しては、性別、年齢別、民協Ijで有意差は認められなかったが、職業別では中卒~中専卒

および大本以上のもので「はt.-¥Jと回答したものの害tl合が多かった (p<O.01)。

5) IllV感染に対する予防行動

「麻薬を用いなしリが最も多く臼9名(邸.似)が選択した。以下「輸血や倒すの機会を減らす」が482名 (74.5%)、

「性行為の際には正しくコンドームを使う」が 453名 (70.0%)であった。「感染した女性闘台児に感染させるので妊

娠しな川、「売血などでの伝播を断ち切るJ、「他丙を早く治療するJを選択したものは、それぞれ 372名 (57.4%)、

297名 (46.0%)、282名 (43.6%)であった。また誤った予防行動として、「蚊にさされないようにするJを選択した

ものは299名 (46.2%)おり、以下 rAIDS患者と一緒にプールに入らないJが 172名 (26.6%)、rAIDS愚者と一緒

に食事しないJが 100名 (16.8%)、 rAIDS患者を隔離しみんなを守るJが1船名 (16.4%)であった。性別で』故性

より男性で「樹予為の際には正しくコンドームを使うJと答えたものが有意に多く(p-司0.05)、年齢別では30歳以上で

『売血などでの伝播を断ち切る」と回答したものが有意に多かった (p<O.01)。学歴別では「麻薬を用いな川、「樹T
為の際には正しくコンドームを使うJ、「感染した女性i割合児に感染させるので倒辰しないJ、「売血などでの伝播を断ち

切るJ、「出荷を早く治療する」については大卒以上の者の回答が有意に多かった匂<0.01)。また「蚊にさされないよ

うにする」、 rAIDS患者と一緒に食事しないJIこついては中卒以下のものの回答が有意に多かった (p<O.01)。民閥リ

では「感染した女性同台児に感染させるので矧辰しな川争<0.05)、「売血などでの伝播を断ち切る」旬<0.01)につ

いて漢民族の回答が有意に多かった。職業別では「輸血や倒すの機会を減らすJ、「感染した女性は胎児に感染させるの

で妊娠しないJ、「樹子為の際には正しくコンドームを使うJを選択したものは管理職や技術職で高く(p<0.05)、「性

病を早く治療するJ(p<0.05)、「売血などでの伝播を断ち切るJ(p<0.01)を回答したものは一般の労働者で多かった。

誤った回答では、 rAIDS患者と一緒に食事しなしリ、 rAIDS息者を輔佐しみんなを守る」を選択した者は一般の労働者

で多く (p<O.05)、rAIDS息者と一緒にプーノレに入らないJを選択したものは管理職キぜ術職で高かった (p<0.01)。

予防に対する自信については、 4∞名 (62.2%)が『あるJ、191名(却1.7%)が「まあまああるJと答え、「ないj

と答えたものは52名但1%)であった。性別、年醐リ、学歴別、民協IJでは分布に有意差は認められなかったが、職

業別では管理職や技術職で「あるJと答えたものが有意に多かった (pく0.05)。

6)情報源、知識、態度のまとめ

共分散構造分析を用い情報源、知識、態度についての関係をモデノL化し分析を行った(図2)。健康情報が誤った知

識に比べ正しい知識との聞に高い関連を認め(関連係数0.32)、正しい知識は回V感染に対しての自信のある態度と正

の相闘があることが、また誤った知識は負の相闘があることが分析の結果明らかlこなった。
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考察:

当調査は少数民族キ輔自助人口といった感染症対策上でノ、ィリスク・グノv-ープとされる集団の特性について明らかにするこ

とを目的に行われた。少救民族については調査対象者の約 40%を占め、それぞれの測定因子について漢民族との比較を行

った。ただ凶P数民族と言っても都市部に居住するものから農村に暮らすもの、その教育水準など一様ではなく、このよう

な因子による影響を考愈する必要があった。また流動人口については一般に民工と呼崎、る建設労働者やcswなどがいわ

ゆるハイリスク・グループを構成する集団として認識されているが、これらの人々の中には流動人口でない者も含まれ、ま

た流動人口の中には管理職や技術職に就いている者も含まれている。このようなことから当調査では職業を管理職や技術職

一般の労働者、農業従事者のカテゴリーに分け分析を行った。一般の労働者のカテゴリー内にいわゆる祈働人口が多く含ま

れる。

国 V品IDSに関する情報源については、テレビの利用が多いことがわかった。但し年齢では30歳宋満、学歴では大学以

上、民族では漢民族、職業では学生など、情報へのアクセシピリティについて有利な者とそうでない者との差が認められた。

パンフレットキ掲示板の利用は限られていた。住民にとって身近な媒体なので、今後拡充が望まれる。文字による媒体につ

いても学歴や職業などで情報へのアクセシピリティについて有利な者とそうでない者との差が認められた。

HIV感染予防に関する知識については、感染経路では「悩T為J、「静注l、「母子感染J、「血液製剤jなどについては70%

以上の者が理解してし叱。ただし雲南省の阻V品IDS症例の有病数からみると決して高川直とはいえな川更に「蚊にさ

される」を選択したものが半数以上を占めるなど、まだ HIV感染予防についてイづ昔に正しい知識が伝えられていないこと

が明らかになった。

態度については正しい知識が感染予防の自信に関連することが共分散構造分析により認められたゐまた HIVと共に生き

る人との付き合いに関する態度については、創鮒に受け川崎気持ちが低く、こういった態度が症例の潜伏などの問題を

生じることから、態度を変容させるための知識の向上に関する IECプログラムの導入およ羽虫化が望まれる。予防行動に

ついては麻薬に関しては四V感染のリスクを高めるとの認識が高いことが明らかになった。雲南省における皿V初'lAIDSの

蔓延を許した要因であることから認識度が高いことが

に有利な結果を示している。また知識について問題カヰ旨摘された中卒以下の者や一般の労働者に誤った行動を選択している

ものが多かった。今回の調査では少数民族かどうかということよりも、学歴や職業が感染予防対策上重要なファクターであ

ることカ2認められた。ただし、今回は少数民族でも都市部に居住するものも多く対象となっており、実際尉代暮らす者に

は学歴キ職業上でのリスクを併せ持つケースが多b、と考えられる。今後、こういった集団に対する詳細な調査が望まれる。
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図1 阻V感染経路「蚊にさされるJの選択:数量化2類による重み係数
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図2 班 V/AIDSの情報源、知訊態度

予防(⑥性病)

予防{⑤コンドーム)

予防(④母子感染)

予防(③注射)

予防(②麻薬)

.25 

- 12 -

.01 

.53 

予防(⑧食事)

韻った予防知臨
予防(⑨隔離)

予防(⑩ブール)

情報(テレビ)

情報(ラジオ)

情報(新聞・雑誌)

情報(J~ンフレット)

.22 

.20 

.07 

.39 

.24 

1.2 

.43 


